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歴
史
は
繰
り
返
し
た
く
な
い

　

社
会
が
荒
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
は
も
と
よ
り
、
国
内
で
も

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
殺
人
や
子
ど
も
へ
の
虐
待
な
ど
、
貧
困
と
孤
立
を

象
徴
す
る
よ
う
な
ひ
り
ひ
り
す
る
事
象
が
頻
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
震
度

７
の
地
震
が
二
〇
年
間
に
六
回
も
続
き
、
原
状
回
復
困
難
な
原
発
事
故
が

起
き
た
。
無
謀
な
財
政
政
策
の
結
果
、
経
済
は
爛
熟
し
、「
億
り
人
」
と
呼

ば
れ
る
ネ
ッ
ト
社
会
や
投
資
の
「
成
功
者
」
た
ち
が
高
価
な
車
を
乗
り
回

し
て
都
心
の
タ
ワ
マ
ン
需
要
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
「
新
し
い
生

活
困
難
者
」
は
不
可
視
化
さ
れ
、
中
間
層
は
空
中
分
解
し
つ
つ
あ
る
（
宮

本
二
〇
二
三
、
今
井
二
〇
二
四
ａ
）。

　

お
そ
ら
く
歴
史
に
は
そ
う
い
う
波
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
は
し
ば
し
ば
ス
ペ

イ
ン
風
邪
（
一
九
一
八
年
～
二
〇
年
）
に
な
ぞ
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
第

一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
年
～
一
八
年
）
と
ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一
七

年
）
と
い
う
世
界
的
な
激
動
期
に
重
な
る
。
日
本
で
も
大
戦
景
気
と
は
裏

腹
に
起
き
た
米
価
高
騰
に
よ
っ
て
米
騒
動
が
起
こ
り
（
一
九
一
八
年
）、シ

ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
年
）
や
関
東
軍
独
立
（
一
九
一
九
年
）
の
き
な

臭
い
時
期
に
あ
た
る
。
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
東
京
中
心
部
の
ほ
と
ん

ど
が
焼
失
し
、
東
京
と
神
奈
川
で
一
〇
万
人
余
り
が
亡
く
な
る
の
は
そ
の

数
年
後
の
こ
と
で
あ
る（
一
九
二
三
年
）。
こ
の
間
に
所
得
の
不
平
等
が
拡

大
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
大
量
の
国
債
発
行
に
よ
る
戦
費
拡
大
に

よ
り
終
戦
後
ま
で
続
く
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
た
（
牧
野
二
〇
一

七
、
細
江
二
〇
二
三
）。

次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
自
治

―
―
荒
れ
る
社
会
に
何
が
で
き
る
の
か

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
災
害
な
ど
、
予
期
さ
れ
て
い
な
い
事
態
が
地
域
に
起
こ
る
と
、

﹁
司
令
塔
﹂
の
不
在
や
国
の
﹁
指
示
﹂
権
限
の
欠
如
に
混
乱
の
要
因
を
求
め
る
声
が
上
が
る
。

し
か
し
、
非
常
事
態
が
起
き
て
い
る
地
域
こ
そ
が
﹁
司
令
塔
﹂
で
あ
り
、

そ
の
声
を
﹁
指
示
﹂
と
受
け
止
め
て
地
域
を
全
力
で
支
え
る
の
が
国
と
し
て
の
責
務
で
は
な
い
か
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
自
治
と
自
治
体
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

公
益
財
団
法
人　

地
方
自
治
総
合
研
究
所

特
任
研
究
員

今
井　
照

い
ま
い
・
あ
き
ら

一
九
五
三
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
都
職
員
（
学
校
事
務
）、
大
田
区
職
員
を
経
て
、
一
九
九
九
年

か
ら
福
島
大
学
行
政
政
策
学
類
教
授
、
二
〇
一
七
年
か
ら
（
公
財
）
地
方
自
治
総
合
研
究
所
主
任
研
究

員
、
二
〇
二
三
年
か
ら
現
職
。
博
士
（
政
策
学
）。
主
な
著
書
に
『
自
治
体
再
建
―
原
発
避
難
と
「
移

動
す
る
村
」』（
ち
く
ま
新
書
、二
〇
一
四
年
）、『
地
方
自
治
講
義
』（
ち
く
ま
新
書
、二
〇
一
七
年
）、『
未

来
の
自
治
体
論
―
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
地
方
自
治
』（
第
一
法
規
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
多
数
。

　

大
仰
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
戦
争
、
大
震

災
と
い
う
一
九
二
〇
年
前
後
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

社
会
を
ど
の
よ
う
に
舵
取
り
し
て
い
く
か
が
近
い
将
来
に
と
っ
て
重
要
な

分
岐
点
の
よ
う
に
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
微
力
だ
が
、

少
な
く
と
も
本
誌
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
自
治
を

ど
の
よ
う
な
方
向
に
む
け
て
い
く
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
そ
の
意
味
で
は
必
ず
し
も
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

　
仮
想
敵
と
さ
れ
た
﹁
地
方
自
治
﹂﹁
地
方
分
権
﹂

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
む
け
て
地
方
自
治
に
は
逆
風
が
吹
い
て
い
る
。
総
務

省
に
置
か
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
第
一
回
（
二
〇
二
一
年
三
月
二
二
日
）
に
総
務
省
自
治
行
政
局
が
提

出
し
た
資
料
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や
デ
ジ
タ
ル
法
案
立
案
な

ど
に
際
し
て
、『
地
方
自
治
』『
地
方
分
権
』
が
施
策
の
円
滑
・
効
果
的
な

実
施
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
が
、
国
・
地
方
の
関
係
者
の

み
な
ら
ず
、
報
道
や
学
術
研
究
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
」
と

書
か
れ
て
い
る＊
１

。
こ
こ
で
は
す
で
に
「
地
方
自
治
」
や
「
地
方
分
権
」
が

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
「
敵
」
と
し
て
仮
想
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
五
月
一
一
日
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
政

府
の
対
応
」
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
以
下
、「
有
識
者
会
議
」）
の
第
一
回

が
開
か
れ
た
。「
有
識
者
会
議
」
は
約
一
ヵ
月
の
間
に
五
回
も
開
催
さ
れ＊
２

、

資
料
だ
け
で
も
三
〇
〇
頁
以
上
に
な
る
「
意
見＊
３

」
を
ま
と
め
て
い
る
。
国

に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
総
括
と
法
制
度
上
の
対
応
は
こ
の
「
意
見
」
に

基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
後
述
す
る
第
三
三
次
地
方
制
度
調
査
会
の

答
申
も
こ
の
流
れ
の
延
長
上
に
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
す
ら

同
じ
で
あ
る
。

　
「
意
見
」
が
示
し
た
今
後
の
対
応
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば
、「
総
理
が
司

令
塔
と
な
っ
て
行
政
各
部
を
指
揮
命
令
し
一
元
的
に
感
染
症
対
策
を
行
う

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
」「
行
政
の
縦
割
り
を
排
し
、関
係
省
庁
の
実
働
組

織
が
一
体
的
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
国
自
治
体

間
関
係
を
含
め
て
、
突
き
詰
め
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
「
指
揮
命
令
の
強
化
」

を
は
じ
め
と
し
た
組
織
問
題
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る（
今
井
二
〇
二
三
）。

　

だ
が
こ
の
結
論
は
素
直
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。率
直
に
言
っ
て
、重

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
あ
え
て
無
視
し
、
国
政
の
失
敗
を
糊
塗
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
有
識
者
会
議
」
の
議
事
録

を
読
む
と
、
む
し
ろ
「
指
揮
命
令
の
強
化
」
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
や
、

逆
に
そ
れ
で
は
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
繰
り
返


